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バイオマス発電事業
への参画

当社は、国内2か所でバイオマス発電事業に参画しています。石

油・石炭等の化石燃料を使用せず、木質バイオマス燃料を使用す

るバイオマス発電所は、周辺地域で発生する木質廃棄物から作ら

れた木材チップ、樹木の間伐材、剪定枝等を利用しています。

木質バイオマスを燃焼するとCO2が排出されますが、植物の成

長過程で光合成により大気中のCO2を吸収するので、排出と吸

収によるCO2のプラスマイナスはゼロになります。このような炭

素循環は「カーボンニュートラル」と呼ばれ、大気中のCO2濃度

上昇の抑制に貢献します。

　当社は2017年4月に総合エネルギーサービスを行う株式会社シーエナジー

と、特別目的会社「CEPO半田バイオマス発電株式会社」を設立し、2019年10

月に営業運転を開始しました。

　CEPO半田バイオマス発電所は、木質廃棄物等を由来とした木材チップと

パーム椰子殻を燃料とする出力約5万kW（発電端）の木質バイオマス発電所で

す。年間発電量は、一般家庭の約12万世帯分で、CO2排出削減量は年間約15万

tと環境負荷低減に貢献しています。

CEPO半田バイオマス発電所

　当社が住友共同電力株式会社及び住友林業株式会社と合弁で設立した「川崎

バイオマス発電株式会社」は、2011年2月に運転を開始しました。

　川崎バイオマス発電所は、関東一帯から収集した木材チップを燃料として、環

境にやさしい電気を供給しています。発電出力は約3万3千kW（発電端）で、年

間で一般家庭の約3万8千世帯分を発電し、CO2排出削減量は年間約12万tと

環境負荷低減に貢献しています。

川崎バイオマス発電所

　燃料チップは、発電所の貯留ピットまでコンベアで直接搬送され、

そのまま電力源となるため、廃棄物のトレーサビリティが明確で、輸送

時のCO2削減にもつながります。

　愛知第七工場（半田）で製造された木材チップの約45%がコンベア

でCEPO半田バイオマス発電所へ搬入され、これは50km離れた工場から同量を運送した場合と比較して、年間約92t-CO2e

のCO2排出量が削減されたことになります。川崎バイオマス発電所においても同様にジャパンバイオエナジー株式会社の木材

チップ製造工場からコンベアでの搬送を行い、CO2排出量削減に貢献しています。

コンベアからの直接搬送

　環境物流事業は、木製パレット等の物流機器の製造・仕入・販売を展開しています。国内においては、物流

機器（新品）の製造・仕入・販売に加えて中古物流機器のリユース・リニューアルサービスにも注力しており、

廃棄木製パレット等の再資源化処理を含めたソリューションも提供しています。

事業内容

　環境物流事業においては、物流機器のリユース・リニューアルサービスに注

力しました。特に、物流業界では2024年問題への対応により生じる不要物流機

器の再利用等、一連の製品ライフサイクルを踏まえた物流機器買取、また、中古

リニューアル品の販売では顧客ニーズに合わせたリメイク商品提案やイニシャ

ルコスト削減商品としての提案等により販売に注力しました。一方で、お客様側

の荷動きの低調さによる影響で、当社シェアは維持しているものの販売数量が

減少しました。
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　気候変動問題への取組みとして、世界的に2050年のカーボンニュートラル実

現に向けた検討が進んでいます。官民における環境問題対策への需要を着実に

取り込んだことにより、TCFD（気候関連財務情報開示タスクフォース）及び製品・

サービスのライフサイクルにおける環境負荷を定量的に評価するLCA支援等の

カーボンニュートラル関連支援サービス事業が伸長しました。一方で、スポット案

件の住宅等の解体工事及び人材派遣業に関連した清掃業務が減少しました。
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環境物流事業

8.4%

当社グループ事業において、必要となる各種サービスのグループ内製化を目的として子会社等にて事業

を展開しています。

　株式会社フルハシ環境総合研究所では、「サステナブル経営」をキーワードに環境・カーボンニュートラ

ル・ESGの経営課題を総合的にサポートする環境コンサルティングを提供しています。

　ＡＳＡＰ ＳＥＣＵＲＩＴＹ株式会社では施設・交通警備及び人材派遣サービスを提供しています。

事業内容

その他事業

2.8%

※当連結会計期間より、当社グループの主要な経営管理指標を経常利益から営業利益に変更しています。これに伴い、セグメント利益も経常利益から営業利益に変更しています。
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資源循環

● サーキュラーエコノミー

● 査定、買取
● 必要に応じて
　リメイク、リサイズ
● 製品化が不可の
　ものは再資源化

● 使用済み
　物流機器が発生 総合的な

提案営業

国内 ●物流機器（新品）の販売
●中古物流機器の買取・販売

海外 ●木製パレットの製造・販売
●物流関連サービス

再資源化処理を含めたソリューション

使用済み中古木製パレットの引き取り
❶ 修理したうえで販売

（バイオマテリアル事業と連携）
❷ 木材チップの原料として再資源化
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